
台風・豪雨時の避難に関する研修

名古屋市役所
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これまでの災害による被害状況

平成30年7月豪雨や令和元年の台風

19号では、多くの方の命が奪われました。

いずれの風水害においても高齢者の被害の

割合が高く、自宅での死者のうち、約7割超

が高齢者という記録が残っています。

今後も発生が予想される災害から被害を

減らすために、どのようなことをすれば良いで

しょうか。
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「令和元年台風第19 号等を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）」より抜粋



自助・共助・公助
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災害に強い
まちづくり

自助

公助共助

自分で自分や家族を守る

行政が市民や事業者の活動を
支援し、安全を確保する

市民や事業者が助け合って
地域を守る

被害を減らす上で重要なのが、「自助」
「共助」「公助」です。

この３つがバランスよく連携することにより、
被害を減らすことができます。



自助・共助・公助
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災害に強い
まちづくり

自助

公助共助

＜風水害時に命を守るための自助＞
① 災害リスクを知る
② 避難行動を知る
③ 避難場所の確認
④ 避難情報を知る
⑤ 備蓄などの事前の備えをする

近所の交流
地域で行う防災訓練の参加

など

「自助」「共助」「公助」がバランスよく

連携することにより、被害を減らすことが

できます

災害が発生したときは、まず、自分が
無事であることが最も重要です。

本研修では、命を守るために
必要な風水害時における

避難行動を中心に説明します。

具体的には右の５点です。
行政が市民や事業者の活動を

支援し、安全を確保する
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自分の命を守るうえでまず重要なのは、災害リスクを知ることです。
自宅の他、職場などよく行く場所について調べておきましょう。

①災害リスクを
知る

平成30年7月豪雨の様子（岡山県倉敷市真備町）
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①災害リスクを
知る

ハザードマップは市公式ウェブサイトで閲覧することができます。

防災マップ

地区防災カルテ

検索

検索

ハザードを知るその他の方法として、名古屋市防災アプリがあります。
スマートフォンやタブレット端末のカメラで下のＱＲコードを読み取って
いただくことで、ダウンロード画面へジャンプします。

○市ウェブサイト

災害リスクを知るには、ハザードマップを確認する必要があります。
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①災害リスクを
知る

洪水・内水ハザードマップでは、浸水想定区域（想定浸水深）と土砂災害（特別）
警戒区域を知ることができます。

オレンジの網掛けは
土砂災害（特別）警戒区域です。

マップ上に色が塗られている箇所が浸水想定区域（想定浸水深）です。
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②避難行動を
知る 災害リスクによって、とるべき避難行動は異なってきます。

ここからは避難行動についての説明をします。
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災害が

落ち着いたら

東日本大震災では、避難所に逃げたものの、その施設に津波が襲来し、命を
落とされた方々が多数いらっしゃいました。この教訓を踏まえ、以下のように避難の
方法が変わっています。

【 大まかな避難の流れ 】
②避難行動を

知る
過去 現在



○ 指定緊急避難場所と指定避難所の違いは下記のとおりです。

②避難行動を
知る

※地域の指定緊急避難場所や指定避難所についてはハザードマップ・名古屋
避難ガイドに掲載されています。
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【 詳細な避難の流れ 】

ただし、自宅で命が守れる場合、必ずしも指定緊急避難場所に行く必要はありません。
自宅などにとどまることで命を守ることを在宅避難と言います。

②避難行動を
知る
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ここの説明

それでは、「自宅で命が守れるか?」はどのように判断すれば良いでしょうか。

②避難行動を
知る
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↑

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
の
上
、
右
の
表
（
ハ
ザ
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ド
マ
ッ
プ
抜
粋
）

に
従
い
、
適
切
な
避
難
行
動
を
確
認
を
し
ま
す
。

②避難行動を
知る
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【 例題 】
近くに堤防がない2階建ての家で、その場所の最大浸水深が3.0ｍ～4.0ｍ未満である
場合、どのような避難行動が必要でしょうか。

②避難行動を
知る
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【 答え 】
以下のとおり、自宅外での避難が必要となります。

②避難行動を
知る



16

実際に水害時に避難することはとても危険です。
避難する際は下記の点について注意して避難しましょう。

②避難行動を

知る＋α
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③避難場所の
確認

ここの説明

例題のように、自宅で命が守れないと判断した場合は、お近くの指定緊急避難場所を
あらかじめ確認する必要があります。
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③避難場所の
確認

指定緊急避難場所を知るには、洪水・内水ハザードマップ、ナゴ
ヤ避難ガイド及び名古屋市防災アプリで確認することができます。

ナゴヤ避難ガイドは市公式ウェブサイトで閲覧することができます。

防災マップ 検索

○市ウェブサイト

洪水・内水ハザードマップ等では、以下のとおり、指定緊急避難場所として避難が可能かを
「○、×」で示しています。「２階以上」は施設の２階以上の部分が避難可能という意味です。

なお、指定緊急避難場所ではなく、親戚・友人宅への避難も有効です。

※番号欄の着色は施設周辺の浸水深を表し、番号が赤字の施設は浸水等により緊急避難
先としては使用できません。
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④避難情報を
知る

それでは、どのタイミングで指定緊急避難場所に行くのが適切なのでしょうか。

氾濫危険情報
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④避難情報を
知る

以下のとおり、とるべき避難行動は５段階に分かれています。

避難情報 警戒レベル とるべき避難行動等

災害発生情報 警戒レベル５
既に災害が発生しています。
命を守るための最善の行動をとってください。

避難指示（緊急）

警戒レベル４
(全員避難)

緊急に避難を完了してください。
指定緊急避難場所への避難に限らず、近くの安全
な場所や屋内の高いところへ避難してください。

避難勧告

速やかに全員避難してください。
指定緊急避難場所への避難が危険な場合は、近
くの安全な場所や屋内の高いところへ避難してくださ
い。

避難準備・
高齢者等避難開始

警戒レベル３
(高齢者等は
避難)

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害のある
方、乳幼児等）とその支援者は避難を開始してく
ださい。それ以外の方は、気象情報を注視し、避難
の準備をしてください。

大雨注意報
洪水注意報

警戒レベル２
ハザードマップ等により災害リスク、避難場所や避難
経路、避難のタイミング等の再確認をしてください。

早期注意情報 警戒レベル１
防災気象情報等の最新情報に注意するなど、災
害への心構えを高めてください。

避難に時間がかかる方は、避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）が発令さ
れたときに、上階へ避難するなど適切な避難行動を取る必要があります。
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④避難情報を
知る

名古屋市が発表する避難情報とは別に防災気象情報（洪水警報・大雨警報等）が
あります。気象庁が発表するこういった情報も参考に、早めの避難を検討しましょう。（※
防災気象情報は「警戒レベル相当」と表されますが、名古屋市が発表する「警戒レベル」
とは異なりますのでご注意ください。）
警戒レベル ➡ 市が発表する『段階別の避難行動』をお伝えするもの。
警戒レベル相当 ➡ 気象庁が発表する『気象状況』をお伝えするもの。

警戒
レベル

避難情報

５ 災害発生情報

４
避難指示（緊急）

避難勧告

３
避難準備・

高齢者等避難開始

２
大雨注意報
洪水注意報

１ 早期注意情報

避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）の発令前に自主避難する場合は、事
前に区役所へ連絡し、避難先などの確認を受けてください。
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④避難情報を
知る

名古屋市から出される避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）などの情報は、以
下の方法でお伝えします。
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⑤備蓄などの
備えをする

在宅避難・指定緊急避難場所への避難を問わず、日ごろから災害の備えをしておくこ
とが重要です。

日ごろの備えの例として、

備蓄品・非常持出品の準備

があります。
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⑤備蓄などの
備えをする

「１ 備蓄品・非常持出品の準備」について、以下のチェックリストを参考に準備・点検をしま
しょう。（ハザードマップやナゴヤ避難ガイドに同じリストがあります）
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⑤備蓄などの
備えをする＋α

災害時の新型コロナウイルス感染症対策としては、どのようなことをすれば良いのでしょうか。

ここの説明
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⑤備蓄などの
備えをする＋α

指定避難所は、３密（密閉、密集、密接）による衛生環境の悪化が
起こりやすい場所です。

新型コロナウイルス感染症に罹患する危険性を踏まえ、在宅避難ができるよう、食糧や水
など必要なものの備蓄を行うことなど日ごろの備えをよりしっかりと行うことが大切です。

自宅に住めない場合、比較的３密になりにくい
親戚・友人宅で避難生活を送ることも有効です。

指定避難所に行く場合は、新型コロナウイルス感染症対策として、非常持出品に以下の
ものをプラスします。

体温計、マスク、アルコール消毒液、スリッパ、ごみ袋

※指定緊急避難場所へ行くときも、非常持出品を持っていく必要があります
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⑤備蓄などの
備えをする＋α

指定避難所における感染症の拡大を防止するため、名古屋市では以下の取り組みを
行っています。

受付の体制強化

•受付での検温や聞き取りの実施

体調不良者向けの専用スペースの確保

•体調不良者とそうでない者が接触しないよう動線を分けるとともに、体調不
良者専用のスペースを確保

避難スペースにおける感染症対策の徹底

•人と人との距離の確保

•定期的な清掃、消毒

•換気

•手洗い・手指消毒

＜ 参考 ＞

※指定避難所では、体調不良者専用スペースとは別に、高齢者や障害者など、体育館などの居住
スペースでは避難生活に支障がある方に利用していただく「福祉避難スペース」も設けています。

自宅に住めない場合、
躊躇なく避難所へ避難

しましょう!



まとめ
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□ 災害のリスクを知る
家の想定浸水深がどのくらいなのか、土砂災害（特別）警戒区域に該当しないか確認する

□ 避難場所を確認する
ハザードに合った避難場所を確認する

□ 避難情報を知る
どのタイミングで避難するか、どのように情報収集するかを確認する

□ 備蓄などの備えをする
必要なものの備蓄を行う

高齢者及び障害者等の被害を減らすため、利用者の方とともに以下の内容を確認いただくとともに、ご自
身の命を守るため、あらかじめご確認いただきますようご協力お願いします。



問い合わせ先
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不明点等ございましたら、施設所在区の区役所総務課（防災担当）へお問い合わせください。

区 電話番号 区 電話番号

千種区 753-1811 熱田区 683-9401

東区 934-1116 中川区 363-4309

北区 917-6412 港区 654-9611

西区 523-4511 南区 823-9315

中村区 453-5304 守山区 796-4511

中区 265-2213 緑区 625-3903

昭和区 735-3800 名東区 778-3012

瑞穂区 852-9212 天白区 807-3811
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ご清聴ありがとうございました

制作 防災危機管理局地域防災室
（TEL:052－972-3591）


